
平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」 選定取組

取組名称：実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プログラム
取組大学：千葉大学（代表校）城西国際大学、千葉科学大学

本プログラムは、千葉県下三大学が連携し、社会の高度化した要請に応えることのできる薬剤師の養成を行う取組みである。現在薬剤師の関
与が強く望まれている職務である Ａ）放射性医薬品調製・管理業務、Ｂ）病棟活動における専門職連携、Ｃ）救急災害時医療活動、Ｄ）在宅医療
での薬剤管理指導、Ｅ）違法薬物、医薬品適正使用、ドーピングの知識普及・啓発活動について、アクティブ・ラーニングを取り入れた実践社会
薬学教育プログラムを三大学が協働して作成する。更に本プログラムを三大学が特徴的に有する教育プログラムと融合し、千葉県薬剤師会、千
葉県病院薬剤師会、医薬品適正使用推進機構等との連携の下、社会の要請に対して主体的に学び社会へ還元できる薬剤師教育を行う。

連携実践社会
薬学コース修了

「主体的に学び
社会へ還元

できる薬剤師」

E-learningシステム
・ プログラムA-E： 計11ｺｰｽ
A) 放射性医薬品調製・管理に資

する薬剤師養成(2ｺｰｽ)
B) 医療チーム内で職能発揮する

薬剤師養成（1ｺｰｽ）
C)救急災害時医療活動に対応で

きる薬剤師養成（2ｺｰｽ）
D)在宅医療実践に資する薬剤師

養成（3ｺｰｽ）
E)違法薬物、医薬品適正使用、

ドーピングの知識普及と啓発を
実践する薬剤師養成（3ｺｰｽ）

・ コンテンツ作成に学生参加

社会要請に対応する
教育プログラム

Ａ）放射性医薬品調製・
管理業務
Ｂ）病棟活動における
専門職連携
Ｃ）救急災害時医療活動
Ｄ）在宅医療での薬剤
管理指導
Ｅ）違法薬物、医薬品適正
使用、ドーピングの知識普
及・啓発活動

主体的実践学修
Ａ）放射性医薬品調製／

イメージング実習
Ｂ）ＩＰＥ（医学部、看護学

部連携教育）
Ｃ）ＣＰＲの施行演習、ＡＥ

Ｄ演習、トリアージ演
習 （危機管理学部連
携教育）

Ｄ）ＪＩＵ地域福祉・医療研
究センターでの在宅医
療実習(福祉総合学
部､看護学部連携教育)

Ｅ）学生主導の教育システ
ム構築

連携機関 連携大学

モデル動物を
使った画像診断

ﾁｰﾑ医療研修

人体ｼﾐｭﾚｰﾀ研修


